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Pick Up
今月のイベント

　

第
24
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
18
日
、
白
河
市
の
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
、
福

島
市
の
県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
16

区
間
、
全
長
96
・
５
㌔
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

大
会
に
出
場
す
る
町
選
手
団
の
結

団
式
は
10
月
27
日
、
学
び
い
な
で
挙

行
さ
れ
、
選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
や

来
賓
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公ひ

ろ
し

町
長
が
「
万

全
の
状
態
で
大
会
に
臨
め
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
若
い
力
で
町
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

鈴
木
武た

け

喜き

町
議
会
議
長
が
「
町
が
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
ま
す
。
感
動
の

走
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
幸ゆ

き

夫お

監
督
は
「
一
昨
年
、

昨
年
と
２
年
連
続
で
町
の
部
２
位
と

い
う
成
績
を
収
め
た
。
今
年
の
目
標

は
優
勝
。
何
と
か
大
会
ま
で
に
は
ベ

ス
ト
の
状
態
に
し
、
優
勝
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
選
手

団
の
五
十
嵐
史し

朗ろ
う

主
将
は
「
応
援
や

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
た

め
に
精
一
杯
走
り
抜
き
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
学
業
や
仕
事

を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
タ
イ
ム
を

縮
め
よ
う
と
夜
間
や
休
日
な
ど
に
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
大
会
当
日
は
、

町
の
名
誉
を
か
け
て
走
る
選
手
た
ち

に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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今月の表紙
管
か ん

鎗
そ う

をタスキ代わりに
消防団の俊足たちがリ
レーする、町民大運動
会の人気種目「いざ出
動」。地区の名誉をか
けて必死に走る団員ら
に、ギャラリーからは
熱い声援と叱咤の声が
飛び交いました。

【撮影日】　10 月 14 日
【撮影場所】　町運動公園

【目次】

　

第
31
回
猪
苗
代
町
民
大
運
動
会
は

10
月
14
日
、
全
天
候
型
に
改
修
さ
れ

た
町
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か

れ
、
町
内
６
地
区
か
ら
参
加
し
た
約

千
人
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
小
・

中
学
生
の
徒
競
争
や
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
に
よ
る
「
ゲ
ー
ト
イ
ン
ワ
ン
」
な

ど
の
年
代
別
競
技
の
ほ
か
、
地
区
対

抗
の
ム
カ
デ
競
走
、
綱
引
き
や
リ

レ
ー
な
ど
計
17
種
目
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
区
別
の
成
績

で
は
、
月
輪
地
区
が
見
事
総
合
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。　

　

昼
休
み
に
は
全
天
候
型
陸
上
競
技

場
の
竣
功
式
が
執
り
行
わ
れ
、
前
後

公ひ
ろ
し

町
長
の
式
辞
、
土
屋
重し

げ

憲の
り

教
育

長
の
事
業
経
過
報
告
の
後
、
鈴
木
武た

け

喜き

町
議
会
議
長
、
渡
部
恒こ

う

三ぞ
う

衆
議
院

議
員
、
増
子
輝て

る

彦ひ
こ

参
議
院
議
員
ら
が

祝
辞
。
施
工
業
者
に
は
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
、

関
係
者
ら
が
く
す
玉
を
割
り
、
盛
大

に
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
竣
工
式

第
31
回
猪
苗
代
町
民
大
運
動
会

01_ 小学校高学年の 100㍍
競争　02_ 楽しそうに観戦
する皆さん　03_ 選手宣誓
をする吾妻地区の大桃光

み つ

喜
よ し

さん　04_ 応援にも力が
入る綱引き　05_ みんなで
ジャンプはチームワークの
良さで長瀬地区が優勝　
06_ 総合優勝を果たした月
輪地区に優勝旗が手渡され
ました　07_ リニューアル
を盛大に祝った竣工式

02

04

01

03

05

07 06
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■平成 24 年度上半期財政状況

町のお金は　このように使われました

数字で見る　町の家計簿

基
金
の
状
況

　
（
24
年
度
末
見
込
額
）

　
▼
財
政
調
整
基
金

９
億
７
０
２
３
万
７
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
１
３
万
６
千
円

▼
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

１
億
９
０
９
万
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
３
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

３
１
３
６
万
９
千
円

▼
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

２
３
４
５
万
１
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
４
万
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
７
万
２
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

２
億
２
０
３
万
２
千
円

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
基
金

６
６
８
４
万
円

▼
世
界
選
手
権
猪
苗
代
大
会
開
催

記
念
基
金

４
０
７
万
３
千
円

▼
そ
ば
大
豆
刈
取
機
械
整
備
基
金

４
９
０
万
円

▼
震
災
復
興
基
金

２
億
９
０
４
６
万
２
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

行
う
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
７
１
万
６
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
入
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

地
方
交
付
税　

所
得
税
な
ど
、
国

が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
町

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
お
金

町
税　

皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税

金町
債　

大
き
な
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
、
国
や
県
お
よ
び
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金

国
・
県
支
出
金　

事
業
な
ど
特
定

の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

繰
入
金　

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

に
よ
り
繰
り
入
れ
た
お
金

諸
収
入　

町
税
の
延
滞
金
や
貸
付

金
の
元
利
返
還
金
な
ど
、
ほ
か
の

科
目
に
属
さ
な
い
お
金

使
用
料
・
手
数
料　

町
の
施
設
使

用
料
や
住
民
票
の
交
付
手
数
料
な

ど
で
、
皆
さ
ん
が
支
払
っ
た
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課
財
務
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

会  計  区  分 予算現在額 収  入  済  額 支  出  済  額
猪苗代地区財産区 819 万 9 千円 141 万 3 千円 65 万円
翁島地区財産区 348 万 5 千円 190 万 7 千円 12 万 2 千円
長瀬地区財産区 2,275 万 2 千円 292 万 7 千円 230 万 6 千円
吾妻地区財産区 840 万 4 千円 220 万 7 千円 190 万円
国民健康保険 18 億 4,529 万 5 千円 8 億 2,815 万 4 千円 8 億 7,333 万 1 千円
簡易水道事業 1 億 2,481 万 3 千円 2,233 万 8 千円 2,958 万 7 千円
公共下水道事業 6 億 7,055 万 1 千円 8,446 万 5 千円 2 億 6,154 万 4 千円
特定環境保全水道事業 1 億 1,955 万円 1,406 万 6 千円 8,775 万 9 千円
農業集落排水事業 2 億 9,248 万 2 千円 3,094 万 9 千円 9,789 万 8 千円
介護保険 13 億 7,018 万 7 千円 6 億 1,629 万 5 千円 6 億 4,449 万 8 千円
後期高齢者医療 1 億 5,784 万 5 千円 5,269 万 3 千円 5,078 万 7 千円

計 46 億 2,356 万 3 千円 16 億 6,138 万 7 千円 20 億 1,796 万 9 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 2,910 万円
民 生 8,714 万円
衛 生 4,612 万 9 千円
農 林 水 産 3 億 7,689 万 9 千円
商 工 1,826 万 6 千円
土 木 24 億 1,490 万円
公 営 住 宅 8 億 2,561 万円
消 防 6,471 万 5 千円
教 育 14 億 1,942 万 5 千円
臨時財政対策債など 34 億 603 万 3 千円

特　　　別　　　会　　　計
簡易水道事業 2 億 3,743 万 8 千円
下水道事業 36 億 7,628 万円
特定環境保全下水道事業 9 億 6,800 万円
農業集落排水事業 15 億 9,443 万 6 千円

29 億 1,662 万 1 千円
20 億 3,511 万円

地方消費税交付金   　     1 億 4,411 万円
地 方 譲 与 税　　    9,490 万 2 千円
利 子 割 交 付 金　　       321 万 8 千円
配 当 割 交 付 金      　     144 万 6 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　          43 万 2 千円
ゴルフ場利用税交付金            1,830 万 2 千円
自動車取得税交付金                     1,920 万円
地方特例交付金                265 万 6 千円
交通安全対策特別交付金        　            285 万円
分担金および負担金　　   4,652 万 9 千円
寄　　付　　金　　        35 万 3 千円
繰　　入　　金　　   9,676 万 5 千円

6 億 8,540 万円
         0 円

4 億 3,076 万 3 千円
1 億 5,215 万 6 千円

4 億 5,087 万 8 千円
1 億 5,317 万 3 千円

3 億 1,533 万 1 千円
3,179 万 5 千円

1 億 1,843 万 1 千円
6,491 万 9 千円

 1,238 万 1 千円
　794 万円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 特別会計予算執行状況（24 年９月 30 日現在の平成 24 年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 1 億 4,316 万 2 千円 7,624 万 7 千円 6,691 万 5 千円
資　本　的 505 万 6 千円 3,898 万 9 千円 △ 3,393 万 3 千円

※資本的収支の不足額 3,393 万 3 千円は内部留保資金などから補てん
しました。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

（公営企業会計を除く）

◎一般会計合計
　　　　　　     88 億 8,821 万 7 千円
◎特別会計合計 
　　　　　　    64 億 7,615 万 4 千円

●町債現在高合計
153 億 6,437 万 1 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 5,397 万 9 千円 49 万 5 千円 5,348 万 4 千円
資　本　的 268 万円 3,553 万円 △ 3,285 万円

※資本的収支の不足額は基金などから補てんしました。

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

予算現在額　19 億 7,629 万 2 千円
支 出 済 額　14 億 9,454 万 2 千円

  13 億 4,056 万 6 千円        
    5 億 1,958 万 3 千円

9 億 8,006 万 7 千円
4 億 6,157 万 6 千円

11 億 4,605 万 6 千円
   2 億 444 万 5 千円

13 億 3,111 万 8 千円
  5 億 5,352 万 6 千円

5 億 2,229 万円
2 億 6,411 万 3 千円

4 億 7,517 万 2 千円
2 億 6,987 万 1 千円

4 億 4,660 万 5 千円
1 億 2,651 万円

3 億 6,037 万 1 千円
2 億 4,835 万 8 千円

1 億 5,591 万 6 千円
         7,031 万 6 千円 

議　会　費     1 億 2,237 万 1 千円
予　備　費　         3,011 万 3 千円
災害復旧費    　　     343 万 2 千円

予算現在額

　公営企業会計

純固定
資産税
6 万 7,911 円

固定資産等所在
市町村交付金
　　525 円

町民税
個人分
2 万 7,646 円

町民税
法人分
4,888 円

町たばこ税
6,945 円 軽自動車税

2,140 円

入湯税
1,214 円

みなさんが
納める税金

予算総額は　　　　87 億 3,445 万 3 千円

17 億 6,951 万 1 千円
11 億 7,301 万 2 千円

　

24
年
９
月
末
ま
で
に
使
っ
た
、
町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
、
町
の

財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。
一
般
会
計
は
、
上
半
期
中

３
回
の
補
正
を
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額
は
87
億
３
４
４
５
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
９
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
58
・
02
％
、

支
出
割
合
は
48
・
23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
な
ど
11
の
特
別
会

計
は
、
上
半
期
中
、
合
計
で
９
７
７
２
万
４
千
円
の
補
正
を
し
、
予
算
現
在
額

は
46
億
２
３
５
６
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に

対
す
る
収
入
割
合
は
35
・
93
％
、
支
出
割
合
は
43
・
65
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地　方
交付税

繰越金

県支出金

町　税

町　債

諸収入

総務費

財産収入

教育費

公債費

民生費

衛生費

商工費

土木費

国　庫
支出金

繰入金
　ほか

使 用 料 及
び手数料

議会費
ほか

消防費

農林水
産業費

予算現在額
収 入 済 額

16 億 7,231 万 7 千円
10 億 8,802 万 6 千円

3 億 6,282 万円
3 億 6,282 万円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 11 万 1,269 円
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      全中優勝などの活躍を報告
　８月に千葉県船橋市で開かれた全国中学校体育大
会バドミントン競技に出場した、猪苗代中特別バ
ドミントン部の選手らは 11 月１日、町役場を訪れ、
前後公

ひろし

町長らに結果を報告しました。
　富岡一中のメンバーで構成する同部は、昨年の東
京電力福島第一原発事故以来、本町で合宿生活を続
け、全国制覇に向けて練習に励んできました。大会
では男子が３年連続、女子は２年連続の団体優勝を
果たし、男子シングルスでも三

み つ

橋
は し

健
け ん

也
や

選手（３年）
が優勝の栄冠を手にしました。
　齋藤亘

わたる

監督は「猪苗代中の生徒たちが温かく迎
えてくれて、学校生活が安定したことが大きい」と、
男子の小林大

だ い

吾
ご

主将（３年）は「応援してくれる町
の皆さんなどのおかげで優勝することができた。こ
れからも感謝の気持ちを忘れず頑張っていきたい」
と話していました。

写真上　団体で男女ともに優
勝し、笑顔を見せる選手ら
写真下　女子団体の優勝が決
まった瞬間。田島優

ゆ

乃
の

華
か

主将
（右から２人目）は「恩返し

したいという気持ちが強かっ
た」と話していました

写真上　食い入るように霧箱
をのぞき込む渡部さん（右か
ら２人目）ら。飛跡が見える
と「見えた」「すごい」など
と声を上げていました
写真下　戸田さん（右から１
人目）の説明を聞く児童ら A N

写真上　女子 800㍍走スター
トの様子。ゴール前のデッド
ヒートを制し、吾妻小の佐藤
さん（ゼッケン 440）が優勝
写真下　男子 80㍍障害で大
会新記録をマークした翁島小
の青木さん（手前）

D      大会を支えるボランティア
　第６回ジンギスカップ IN 磐梯高原は 10 月８日、
磐梯南ヶ丘牧場で開かれ、猪苗代高校のＪＲＣ委
員会、野球部などの生徒ら 18 人がボランティアス
タッフとして参加しました。
　生徒たちはゴールした選手に「お疲れさまでした」
と声をかけながらジュースを手渡し、ゼッケンを回
収したり、抽選会の手伝いをしたりしました。
　コース係として安全な競技運営のために全力を尽
くす生徒、レース後の選手たちの楽しみであるジン
ギスカンの準備を手伝う生徒など、猪高生は各所で
大会の運営をサポート。仕事の合間には「がんば
れー」と選手らを励まし、レースを盛り上げました。
　主にゼッケン回収などを担当した野球部の天

あ ま

賀
が

谷
や

佳
け い

祐
す け

さん（２年）は「選手たちをサポートできてう
れしかった。機会があればまた参加したいです」と
話していました。

写真上　ゴールした選手を出
迎えた後、マウンテンバイク
からゼッケンを回収する野球
部員ら
写真下　選手たちのレース後
の楽しみ、ジンギスカンを準
備する生徒たち

INAWASHIRO

lementary schoolEigh schoolH

スクールトピックス ＆ ニュース

lementary schoolE

      男子ハードルで大会新記録
　野口英世博士顕彰記念町内小学校体育祭は 10 月
18 日、町運動公園陸上競技場で開かれ、町内６小
学校の児童が全力で競技に挑みました。
　男子 80㍍障害では、青木剛

つよし

さん（翁島）が大会新
記録で優勝。青木さんは 100㍍走も制し、見事２
冠に輝きました。各種目の優勝者は次のとおりです。

【男子】● 100㍍　青木 剛
つよし

（翁島）● 80㍍障害　
青木剛（同）＝大会新　● 1000㍍　半

は ん

谷
が い

昂
こ う

大
だい

（千里）
●走り高跳び　一ノ瀬巽

たつみ

（猪苗代）●ソフトボール
投げ　柳沼駿

しゅん

介
すけ

（長瀬）●走り幅跳び　渡
わ た

邉
な べ

涼
りょう

太
た

郎
ろう

（同）● 400㍍リレー　長瀬　【女子】● 100㍍　
稲澤茜

あ か

音
ね

（猪苗代）● 80㍍障害　井上香
か

耶
や

（同）●
800㍍佐藤三

み

紀
き

子
こ

（吾妻）●走り高跳び　渡邉美
み

森
も り

（長瀬）●ソフトボール投げ　鈴木乃
の

愛
あ

（翁島）●
走り幅跳び　稲澤茜音（猪苗代）● 400㍍リレー　
猪苗代

unior high schoolJ　 放射線の飛跡に目を凝らす
　長瀬小と緑小の放射線教育授業は 10 月 31 日、
長瀬小で開かれ、両校の６年生 33 人と町内外の小・
中・高校の教諭ら 28 人が放射線について理解を深
めました。この授業は、長瀬小が東日本大震災復興
支援理科教育助成を受け、放射線の飛跡を観察でき
る実験道具を購入したところ、開発した北陸電力エ
ネルギー科学館サイエンスプロデューサーの戸田一
郎さんが講師に名乗り出たため実現したものです。
　授業では、ステンレスや鉛、アクリル板などの放
射線を遮る効果を調べた後、購入した「戸田式霧箱
実験セット」で自然界の放射線の飛跡を観察。児童
たちは、食い入るように霧箱をのぞき込み、飛跡が
現れると「すごい」と歓声を上げていました。
　授業を受けた渡部渓

け い

さん（長瀬小６年）は「放射
線が通った跡を見て驚きました。放射線が体の中か
らも出ていることを知りました」と話していました。
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　千葉県野田市の飲食店「やあこんにちは」の店主遠藤勝彦さん
ら４人は 10 月６日、町役場を訪れ、災害復興支援協力金として
町に 32 万 1553 円を寄付しました。
　中ノ沢出身の遠藤さんは、東日本大震災の被害にあった古里を
応援しようと、募金活動を展開。遠藤さんの仲間もこれに賛同し、
十数回にわたり復興ライブを行ってきました。寄付された浄財は、
店の売上の一部と復興ライブで集まった善意。このほか、ライブ
で寄せられた応援メッセージも町に届けられました。前後町長は

「心温まるご支援をありがとうございます」と感謝を述べました。

ふるさとを思い善意届ける
千葉県の遠藤さんらが町に寄付金

前後町長に善意を手渡す遠藤さん（右から２人目）ら

　違反建築の防止を図るとともに、建築物の安全性の確保と良好
な市街地環境の形成を目的に実施される違反建築防止週間は 10
月 11 日から 17 日までの間実施されました。
　15 日には猪苗代、磐梯両町内で県建築士会猪苗代支部の会員
と県喜多方建設事務所、猪苗代町、磐梯町の職員が①建築確認申
請を受けたという表示板が掲示されているかの確認②適切な工事
監理がされているかの実態調査③違反建築に対する指導の３点に
重点を置き、公開建築パトロールを実施しました。
　パトロールでは 10 棟に立ち入り、違反はありませんでした。

建築物の安全性確保のため
24 年度公開建築パトロール実施

鶴峰住宅に立ち入る担当者ら

　10 月４日に東京の日比谷公会堂で開かれた、全国老人クラブ
大会で表彰を受けた町老人クラブ連合会の戸田忠

た だ

吉
よ し

会長は 10 月
９日、町役場を訪れ、前後公

ひろし

町長に受賞を報告しました。
　この表彰は、県老人クラブ連合会の理事や町老人クラブ連合会
の会長などを長年務め、老人クラブ活動の推進と育成発展に貢献
した功績が認められたもの。戸田さんは「これに恥じないよう、
今後も老人福祉のために努めていきたい」と抱負を述べました。
　前後町長は「今まで大変なご苦労があったと思います。心から
お祝い申し上げます」と受賞をたたえました。

老人福祉向上の功績称える
戸田忠義さんに全老連会長表彰

報告に訪れた戸田さん（右）

緑を守ることの大切さ学ぶ
第１回会津耶麻地方育樹祭を開催

丸太切りを体験する緑小緑の少年団の児童ら

　猪苗代、北塩原、西会津、磐梯の４町村でつくる会津耶麻地方
緑化推進委員会が主催する、第１回会津耶麻地方育樹祭は９月
25 日、びわ沢原森林公園で開かれ、関係団体や管内の緑の少年
団から約 160 人が参加しました。
　同委員会委員長の小椋敏

と し

一
い ち

北塩原村長、前後町長のあいさつの
後、長年にわたり森林の保全や管理、林業振興に貢献したとし
て、原田好

こ う

英
え い

さん（伯父ケ倉）に緑化功労者表彰が手渡されました。
　引き続き、緑の少年団の児童らが丸太切りや間伐などを体験し、
緑を守り育てることの大切さを学びました。

東日本大震災の経験活かす
町防災会議で計画見直しスタート

会議で事務局の説明を聞く委員の皆さん

　町防災会議委員委嘱状交付式・第１回防災会議は 10 月 24 日、
町役場で開催され、町内６地区の区長会長、警察、消防関係者や
行政機関などの委員約 20 人が出席しました。
　未曾有の被害をもたらした昨年の東日本大震災。本町でも地域
防災計画の想定を超える事態が次々に発生し、厳しい対応を迫ら
れました。町は、この経験を教訓に、大規模災害に対応した計画
の見直しに着手するため、会議を開催することとしたものです。
　今回の会議では、見直しの概要のほか、今後のスケジュールに
ついて協議。25 年３月を目標に見直しが進められます。

　クラシックコンサート「野口英世記念ばんだい高原国際音楽祭」
は 10 月６日から８日までの３日間、町内４会場で開催され、町
内外から訪れた延べ 3458 人の聴衆が音色に酔いしれました。
　猪苗代に集結した世界トップレベルの演奏家９組は、学びい
な、野口英世至誠館、アンジュール猪苗代とリステル猪苗代で延
べ 20 ステージ以上を披露。多彩なステージを繰り広げ、会場に
詰め掛けた聴衆を魅了しました。
　会場を訪れた人たちは「とてもすばらしかった」「来年もまた
聴きたい」などと感想を話していました。

超絶の音色に酔いしれる
ばんだい高原国際音楽祭を開催

ノエ・乾さん（左）とマリオ・ヘリングさん（右）
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　第 43 回町高齢者福祉大会は 10 月 26 日、学びいなで開催され、
町内の老人クラブ会員ら約 350 人が出席しました。
　町老人クラブ連合会の戸田忠

た だ

義
よ し

会長が「誰もが健康で、安らぎ
と潤いのある人生を満喫してください」とあいさつ。役員表彰、
会員加入増強老人クラブ顕彰伝達の後、しあわせ金婚夫婦が表彰
され、38 組を代表して磯川盛

も り

雄
お

さん、民
た み

子
こ

さん夫妻（新堀向老
人クラブ）に表彰状と記念品が手渡されました。
　式典後は、各地区の老人クラブ会員らがアトラクションを披露
し、来場者を楽しませました。

今後もますますのご活躍を
学びいなで高齢者福祉大会を開催

金婚夫婦表彰を受けた磯川さん夫妻

認知症について正しく理解
認知症講演会で関わり方など学ぶ

認知症について講演する石井さん

　町保健福祉課と町地域包括支援センターが主催する、認知症講
演会は 10 月 16 日、学びいなで開かれました。
　「認知症の人の心理と行動の理解　～認知症の人の世界～」と
題して、介護老人保健施設ひもろぎの園リハビリテーション科長
の石井利

と し

幸
ゆ き

氏が講演。認知症の人との接し方、認知症の症状や予
防法などについて、実例を挙げながら説明した後、みちのくボン
ガーズが認知症介護をテーマにしたコントを披露しました。
　会場を訪れた参加者ら約 200 人は、熱心に聞き入り、認知症
についての理解を深めました。

冬を控え防火の誓い新たに
県消防協会猪苗代支部が秋季検閲

検閲官などによる通常点検を受ける消防団員ら

　県消防協会猪苗代支部（土屋孝
た か

彦
ひ こ

支部長）の秋季連合検閲は 10
月28日、町総合体育館カメリーナで開催されました。雨天のため、
屋内で実施されたこの日の検閲には、猪苗代町、磐梯町両消防団
から 430 人が参加。規律訓練などをきびきびとこなし、防火の
誓いを新たにしました。訓練後には、検閲官の五十嵐源

げ ん

一
い ち

磐梯町
長が「機敏な訓練の様子を拝見し、緊急時への備えが万全である
と感じた」と講評を述べました。また、長年にわたり消防団活動
に尽力した団員らをたたえ、功績章、勤続章、精勤章や親子消防
の表彰が執り行われました。

　公益財団法人日本民謡協会が主催する日本民謡民舞全国大会は
このほど東京の両国国技館で開催され、高年二部（松の組）に出
場した渡部喜

よ し

昭
あ き

さん（長坂）が見事８位入賞を果たしました。72
歳から 77 歳までで争われるこの部門には、全国各地の代表者
45 人が出場しました。全国大会には県大会で優勝しないと出場
できませんが、参加者を絞るため、県大会も５年に１度しか出場
できないそうです。渡部さんは、出場５度目で初めての入賞に笑
顔を見せ、「自分１人の力で入賞したわけではない。皆さんの支
えや励ましに感謝したい」と話していました。

渡部喜昭さんが全国８位に
民謡民舞全国大会で入賞を果たす

民謡の全国大会で８位入賞を果たした渡部さん

　東京猪苗代町民会（会員 220 人）の総会・懇親会は９月 30 日、
東京都港区のホテルグランパシフィック・LE・DAIBA で開催さ
れました。町からは前後公

ひろし

町長、鈴木武
た け

喜
き

町議会議長、佐藤正
ただし

猪苗代観光協会長らが出席し、盛会を祝いました。今回は役員の
改選期にあたり、６年間会長を務めた瀧口幸

と し

男
お

さんが勇退され、
前事務局長の坂直

な お

孝
た か

さんが新会長に選出されました。
　懇親会では、いなわしろ民話の会と猪苗代民謡保存会が民話や
民謡を披露しました。また、会員らが「猪苗代っ子」や「おらが山」
の合唱、盆踊りなどを行い、和やかなひとときを過ごしました。

古里猪苗代に思いをはせる
東京猪苗代町民会総会・懇親会を開催

懇親会で合唱する会員の皆さん

名所・旧跡を巡り体動かす
猪苗代ノルディックウォーキング

磐椅神社を訪れた参加者ら

　第２回猪苗代ノルディックウォーキング大会は 10 月 20 日、
カメリーナをスタート・ゴールに開かれ、町内外から約 150 人
が参加しました。同大会は、ポールを使って歩くウォーキングを
楽しみながら、猪苗代の自然や歴史に触れてもらおうと猪苗代青
年会議所が企画したものです。参加者らは、準備運動や歩き方の
練習の後、５㌔と８㌔の２コースに分かれて出発。猪苗代の秋を
感じながら、土津神社や磐椅神社などの名所を巡り、心地よい汗
を流しました。参加した大桃洋

よ う

子
こ

さん（川桁）は「知らなかった
場所なども歩くことができて楽しかった」と話していました。　
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どことなく大物の雰囲気を漂わせる柊くん。「元気
に成長して、友だちをたくさん作ってほしいですね」
とパパとママは話します。

笑顔でこんにちは

　

８
カ
月
に
は
見
え
な
い
ほ

ど
堂
々
と
し
た
体
格
の
柊
く

ん
。「
生
ま
れ
た
時
か
ら
大

き
か
っ
た
ん
で
す
。
パ
パ
に

似
て
頭
が
大
き
い
の
で
、
産

む
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と

マ
マ
の
芽
依
さ
ん
は
笑
い
な

が
ら
話
し
ま
す
。

　
「
お
気
に
入
り
の
物
が
あ

る
と
、
黙
々
と
遊
ん
で
い
ま

す
。
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て

も
、
し
ば
ら
く
気
が
つ
か
な

い
か
も
」
と
笑
顔
で
話
す
の

は
、
パ
パ
の
昌
弘
さ
ん
。

　

酪
農
業
を
営
む
成
田
家
で

は
、
早
朝
か
ら
夜
ま
で
仕
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
朝
晩
の

乳
搾
り
は
、
芽
依
さ
ん
も
手

伝
い
ま
す
。「
仕
事
の
時
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
み
て
く
れ

ま
す
。
後
追
い
し
な
い
の
で

助
か
る
け
ど
、
少
し
さ
み
し

い
で
す
ね
」
と
芽
依
さ
ん
。

　

手
が
か
か
ら
ず
、
お
り
こ

う
さ
ん
な
柊
く
ん
で
す
が
、

パ
パ
と
マ
マ
は
も
っ
と
甘
え

て
ほ
し
い
の
か
も
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile保健だより Health information

パパとママの間でごきげんな柊くん

平成 24 年２月生まれ
～不動　
昌
ま さ

弘
ひ ろ

さん・芽
め

依
い

さん夫婦の長男

成田　柊
しゅう

　くん

使
う

○
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

な
い
、
使
わ
せ
な
い

○
高
齢
者
の
も
の
や
財
産
の
無
断
売

却
・
処
分
な
ど

　

高
齢
者
虐
待
は
、
単
に
「
虐
待
者

が
悪
い
人
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、
高

齢
者
本
人
や
虐
待
者
の
個
性
や
健
康

状
態
、
経
済
状
態
、
親
戚
や
地
域
と

の
関
わ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
絡
み
合
っ
て
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
や
施
設
な
ど
閉
ざ
さ
れ
た
環
境

で
発
生
す
る
た
め
表
面
化
し
に
く
い

上
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
高
齢
者
双
方
に
そ
の
自

覚
が
な
い
こ
と
が
あ
り
、
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
被
害
が
大
き
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
で
す

【
身
体
的
虐
待
】

○
た
た
く
、
つ
ね
る
、
や
け
ど
さ
せ

る
な
ど
の
身
体
へ
の
暴
力

○
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
な
ど
の
身

体
拘
束

○
閉
じ
込
め
る
な
ど
、
外
部
と
の
接

触
の
意
図
的
・
継
続
的
な
遮
断

【
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
】

○
入
浴
や
散
髪
を
さ
せ
な
い
な
ど
、

劣
悪
・
不
衛
生
な
生
活
の
放
置

○
必
要
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
せ
な
い

○
同
居
人
が
行
っ
て
い
る
虐
待
行
為

の
放
置
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

○
怒
鳴
る
。
悪
口
を
言
う
。
失
敗
を

嘲
笑
し
、
言
い
ふ
ら
す

○
話
し
か
け
ら
れ
て
も
意
図
的
に
無

視
す
る

○
侮
辱
し
、
子
供
の
よ
う
に
扱
う

○
台
所
や
洗
濯
機
な
ど
の
生
活
に
必

要
な
道
具
の
使
用
を
制
限
す
る

【
性
的
虐
待
】

○
わ
い
せ
つ
な
行
為
の
強
要

○
人
前
で
排
泄
行
為
を
さ
せ
る
、
お

む
つ
交
換
を
す
る

○
裸
で
の
放
置
な
ど
、
性
的
な
は
ず

か
し
め
な
ど

【
経
済
的
虐
待
】

○
金
銭
や
財
産
を
本
人
の
同
意
な
く

高
齢
者
虐
待
を
な
く
そ
う

　

自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、
周

囲
か
ら
そ
の
意
思
を
尊
重
さ
れ
る
こ

と
、
つ
ま
り
人
生
を
尊
厳
を
も
っ
て

過
ご
す
こ
と
は
、
介
護
の
必
要
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
望
む
こ
と

で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
家
族
や

親
族
な
ど
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害

す
る「
高
齢
者
虐
待
」が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
虐
待
の
な

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　

高
齢
者
が
認
知
症
や
寝
た
き
り
な

ど
で
、
介
護
者
に
相
談
相
手
も
い
な

い
よ
う
な
と
き
、
心
身
と
も
に
疲
れ

て
し
ま
い
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
虐
待

し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
早
期
に
発
見
し
、
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
に
疲
れ
を
感
じ
た
り
、
認
知

症
の
人
の
介
護
に
悩
ん
だ
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
町
保
健
福
祉
課
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
誰
か

に
相
談
す
る
こ
と
が
高
齢
者
虐
待
を

防
ぐ
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
の
保
護

だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
し
て
し
ま
っ

た
人
の
負
担
を
軽
く
し
、
生
活
の
再

建
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
周
り
に
虐
待
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
が

い
る
場
合
は
、
町
保
健
福
祉
課
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

町
保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
72
）１
５
３
０

Inawashiro soba travelogue

　

猪
苗
代
駅
前
の
通
り
沿
い
に

あ
る
「
そ
ば
楽
人
」
は
比
較
的

新
し
い
お
店
な
が
ら
、
癒
や
し

あ
ふ
れ
る
空
間
と
お
い
し
い
そ

ば
で
多
く
の
支
持
を
集
め
る
人

気
店
で
す
。

　

や
さ
し
い
光
と
木
の
ぬ
く
も

り
に
包
ま
れ
た
店
内
に
は
、
店

主
が
描
い
た
絵
手
紙
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
そ
ば
を
待
つ
間
、
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

透
明
感
の
あ
る
更
科
系
の
そ

ば
に
は
、
厳
選
し
た
猪
苗
代
産

の
そ
ば
粉
を
使
用
。
細
切
り
の

十と

一い
ち

そ
ば
は
、
極
上
の
喉
越
し

を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

今
一
番
の
お
す
す
め
は
、
10

月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
「
会
津
『
葵
』
蕎
麦

（
９
０
０
円
）」。
独
特
の
甘
み

が
あ
る
会
津
葵
大
根
を
薬
味
に

し
て
食
べ
る
、
こ
こ
で
し
か
味

わ
え
な
い
そ
ば
で
す
。
他
に
は
、

め
か
ぶ
、
水
菜
や
な
め
こ
な
ど

が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
「
ぶ
っ

か
け
お
ろ
し
そ
ば（
９
０
０

円
）」
も
お
す
す
め
で
す
。

営
業
時
間

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

定
休
日　

毎
週
木
曜
日

☎（
63
）０
３
１
３

　（店主　大
お お

庭
ば

　一
か ず

哉
や

さん）

手打蕎麦工房 そば楽
ら く

人
じ ん

おすすめの会津「葵」蕎麦

（写真左）絵手紙が飾られ、あたたかみのある店内　（写真右）「会津
『葵』蕎麦をぜひ味わってみてください」と店主の大庭さん

猪苗代そば紀行

年を重ねても安心して暮らしていくために
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～
第
三
十
回
～

　

毎
年
８
月
21
日
、
母ぼ

成な
り

弔ち
ょ
う

霊れ
い

義ぎ

会か
い

の
主
催
で
、

東
軍
殉
難
者
慰
霊
祭
が
母
成
峠
慰
霊
碑
の
前
で
行

わ
れ
る
。
式
典
終
了
後
、
吾
妻
小
学
校
児
童
の
剣

舞
「
白
虎
隊
」
奉
納
が
あ
る
。

　

１
４
４
年
前
、
慶
応
４
年
８
月
、
白
河
口
の
戦

い
を
制
し
た
西
軍
は
あ
っ
と
い
う
間
に
二
本
松
城

を
落
と
し
、
会
津
に
向
か
っ
た
。
会
津
軍
の
裏
を

か
い
て
、
本
道（
中
山
峠
、
二
本
松
口
）を
避
け
、

一
旦
安
達
郡
玉
ノ
井
村（
現
在
の
大
玉
村
）に
集
結

し
、
石い

し

筵む
し
ろ

か
ら
母
成
峠
に
入
っ
た
。
戦
闘
が
行
わ

れ
た
日
付
は
８
月
21
日
で
あ
る
が
、
旧
暦
な
の
で

本
当
は
約
１
カ
月
後
と
な
る
。

　

た
っ
た
１
日
で
母
成
峠
を
抜
か
れ
、
会
津
藩
の

劣
勢
が
明
白
と
な
り
、
仙
台
、
米
沢
、
庄
内
な
ど

奥お
う

羽う

越え
つ

列れ
っ

藩ぱ
ん

同ど
う

盟め
い

主
力
藩
の
相
次
ぐ
戦
線
離
脱
、

降
伏
を
加
速
さ
せ
、
戊
辰
戦
争
全
体
に
決
定
的
影

響
を
与
え
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
会
津
に
入
る
に
は
幾
つ

か
の
主
要
街
道
の
他
多
く
の
脇
街
道
が
あ
り
、

領
境
を
峠
が
隔
て
て
い
る
。
何
も
な
い
時
は
、

堅け
ん

牢ろ
う

な
防
御
線
で
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
旦
戦
争
と
も
な
れ
ば
、
敵
の
侵
入
路
の
予
測

が
難
し
く
、
勢
い
兵
力
の
逐
次
投
入
と
い
う
兵

理
に
反
す
る
愚
を
犯
す
こ
と
と
な
る
。
勢せ

い

至し

堂ど
う

峠（
白
河
口
）、
母
成
峠（
石
筵
口
）、
十
六
橋

の
線
上
ど
こ
か
１
カ
所
に
兵
力
を
集
中
し
、
鉄

壁
の
守
り
で
時
間
を
稼
い
で
い
れ
ば
、
ま
だ
ま

だ
戦
争
の
行
方
は
分
か
ら
ず
、
そ
の
う
ち
別
の

解
決
の
糸
口
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
）

   町民バドミントン大会開催のお知らせ
　第５回を迎えた、町長杯町民バドミントン大会が開催
されます。町民ならどなたでも参加できます。もちろん
初心者の参加者も大歓迎！大会終了後の抽選会で豪華

（？）景品が当たるかも。
●日時：12 月 9 日（日）　午前 8 時 30 分集合
●会場：町総合体育館（カメリーナ）　サブアリーナ
●部門：親子の部（小学生と親）、中学生の部、高校・
一般の部、シニア・初心者の部（ダブルス）
●競技方法：試合はブロックリーグで行い、ポイント、
セット数は参加者数によって制限することもあります。
●参加料：500 円（シャトル代、景品代として）
●申し込み・問い合わせ：眞田隆

たかし

さん　☎（62）2833
●締め切り：11 月 28 日（水）
※昼食、シューズ、ラケットは持参してください。

 　　　　　　昔話を聞いてみよう

【手芸教室～お裁縫で手作りお雛
ひ な

様～】
　来年の桃の節句を手作りのお雛様でお祝いしてみませ
んか。つるし雛が得意な先生が教える、かわいいお雛様
です。親王飾り一式を楽しく作ります。
●日時：12月11日（火）、25日（火）、25年1月15日（火）、
29 日（火）、2 月 12 日（火）、26 日（火）　全６回
午後１時～午後３時

　囲碁と将棋を楽しみながら、参加者が交流を深める町
民親善囲碁・将棋大会を開催します。子どもからお年寄
りまで、誰でも気軽に参加できます。
●日時：11 月 23 日（金・祝日）午前 8 時 45 分～
●会場：学びいな研修室
●種目：◆囲碁の部　一般Ａクラス / 一般Ｂクラス / 小
中学生クラスの３部門　◆将棋の部　一般Ａクラス / 一
般Ｂクラス / 中学生クラス / 小学生クラスの４部門
●参加費：一般 1,000 円、小中学生 500 円（昼食代など）
●募集人員：一般クラス 50 人・小中学生 50 人
●申込み方法：学びいなにある申し込み用紙に記入の上、
窓口に提出するか、住所・氏名・電話番号・参加種目（囲
碁・将棋）・一般クラスに参加希望の人は年齢（小中学
生は学年）、段や級を持っている人は段・級を明記の上、
FAX で申し込んでください。電話での申し込みも受け
付けます。
●締め切り：11 月 16 日（金）
●問い合わせ・申し込み：学びいな　☎（72）0180
FAX （62）5350
※当日の参加受け付けはしませんので、必ず期日までに
申し込んでください。

　　　　　　　　　　　 町スポーツ少年団総合体育大会結果
◆小学校４年男子の部◆　優勝：大原慶

よ し

之
ゆき

（長瀬小）
◆小学校４年女子の部◆　優勝：小板橋杏

あ

美
み

（吾妻小）
◆小学校５年男子の部◆　優勝：佐藤一

か ず

真
ま

（猪苗代小）
◆小学校５年女子の部◆　優勝：小板橋琴

こ と

巳
み

（猪苗代小）
◆小学校６年女子の部◆　優勝：小板橋玲

れ い

香
か

（猪苗代小）
◆中学校１年男子の部◆　優勝：村澤和

か ず

真
ま

（吾妻中）
【卓球】
◆小学校４年以下女子◆　優勝：佐藤ひまり（翁島小）
◆小学校５、６年女子◆　優勝：猪俣みお（翁島小）
◆小学校５、６年男子◆　優勝：田中宏

ひ ろ

武
む

（緑小）
【バドミントン】
◆小学校４年女子単◆　優勝：舟木真

ま

李
り

絵
え

（猪苗代小）
◆小学校５年女子単◆　優勝：穴澤ゆい（翁島小）
◆小学校６年女子単◆　優勝：鈴木杏

あ ん

奈
な

（千里小）
◆中学校男子単◆　　　優勝：山内真

ま さ

輝
き

（猪苗代中）
◆オープンダブルス◆   優勝：鈴木杏奈（千里小）・　　
　　　　　　　　　　　舟木真李絵（猪苗代小）ペア

       町民親善囲碁・将棋大会参加者募集　  　　講座受講者募集のお知らせ

　第 25 回猪苗代町スポーツ少年団総合体育大会は 10
月７、８の両日、カメリーナと運動公園で開催され、そ
れぞれの種目で熱戦が繰り広げられました。
　主な結果は下記のとおりです。

【サッカー】
優勝：千里 A　準優勝：猪苗代 A　第３位：千里Ｂ

【ソフトボール】
優勝：翁島　準優勝：吾妻　第３位：長瀬

【ミニバスケットボール男子】
優勝：猪苗代　準優勝：吾妻

【ミニバスケットボール女子】
優勝：吾妻　準優勝：長瀬　第３位：猪苗代

【柔道】
◆幼稚園女子の部◆　優勝：小板橋七

な な

瀬
せ

（猪苗代幼）
◆小学校１年女子の部◆　優勝：古川来

く る

実
み

（千里小）
◆小学校２年男子の部◆　優勝：遠藤夢

ゆ う

努
と

（猪苗代小）
◆小学校３年男子の部◆　優勝：小板橋絢

あ や

斗
と

（猪苗代小）

  　いなわしろ音楽祭開催のお知らせ
　毎年恒例となりました、いなわしろ音楽祭が開催され
ます。今年は福島の復興を支援するため、県外から中

な か

野
の

坂
さ か

上
う え

ウインドオーケストラと実践学園高等学校合唱部の
皆さんが駆けつけ、美しい音色と歌声を奏でます。
●日時：12 月 8 日（土）　13:00 開場　13:30 開演
●会場：学びいなホール　●入場料：無料
●問い合わせ：渡部鶴

つ る

雄
お

さん　☎ 090（5591）1845
●出演団体：猪苗代吹奏楽団 / 千里幼稚園年長組 / 猪苗
代中学校吹奏楽部 / 猪苗代中学校３年３組 / 東中学校合
唱部 / 猪苗代高等学校吹奏楽委員会 / 福島県ばんだい荘
あおば
●賛助出演団体：中野坂上ウインドオーケストラ / 実践
学園高等学校合唱部 / 福島県警察音楽隊 / 陸上自衛隊郡
山駐屯地音楽隊

上記講座の申し込み・問い合わせは
学びいなへ　☎（72）0180

   連歌師・猪苗代兼載  講演会のお知らせ

　猪苗代町に生まれ、室町時代に天才的連歌師と謳
う た

われ
た猪苗代兼載の 500 回忌を記念して「猪苗代兼載～故
郷と詩～」（猪苗代兼載の生まれ故郷に集う）講演会が開
催されます。第１部は聖心女子大学名誉教授の奥田勲さ
んによる講演会を、第２部では「猪苗代兼載の実像に迫
る」と題したパネルディスカッションを行います。また、
参加者特典として「限定版・猪苗代兼載連歌集」のプレ
ゼントもあります。
●日時：11 月 24 日 ( 土 ) 午後 1 時～午後 3 時 30 分（開
場・午後０時 30 分）
●場所：学びいなホール
●料金：無料
●問い合わせ：佐藤善

ぜ ん

司
し

さん　☎ 090（6629）1658

め、今年も開催します。
●日時：12 月５日（水）、19 日（水）
午前 10 時～正午
●場所：学びいな研修室
●料金：2,000 円程度（材料代）
●定員：20 人
●申し込み：11 月 30 日（金）まで
学びいなへ

【切り絵教室】
　日本の古き良きお正月を演出する切り絵飾り。お供え
餅の敷紙に使ったり、玄関や床の間などに飾ったりして
みてはいかがですか。皆さんからのリクエスト多数のた

●場所：学びいな研修室
● 料 金：キット一式で
6,000 円程度（分割払い
になります）
●準備物：糸、縫い針（絹

【料理教室】
　太巻きでお花や動物などの絵柄を作ります。作って楽
しい、食べておいしい飾り巻き寿司にチャレンジしよう。
●日時：12 月 12 日（水）、25 年 1 月 16 日（水）
午前 10 時～午後０時 30 分
●場所：学びいな研修室
●料金：１回 1,500 円
●定員：20 人
●申し込み：12 月３日（月）
まで学びいなへ

針など細めの針の方が仕上がりがきれいです）、糸切り
ばさみ、糸通し、まち針
●定員：15 人
●申し込み：11 月 28 日（水）まで学びいなへ

　いなわしろ民話の会の皆さんが、会津地方や猪苗代に
伝わる昔話や、おもしろい話、昔の暮らしの話など、方
言を交えてお話しをします。
　みんな来てくなんしょ。待ってっからなし。
● 年 内 の 公 演 日：11 月 25 日（日）、12 月 22 日（土）
毎月第４土曜日開催（11 月は都合により第 4 日曜日開
催となります）　●時間：午後１時 30 分～午後３時
●会場：まちのえき「まるしめ」　●料金：無料
●問い合わせ：鈴木清

き よ

孝
た か

さん　☎ 080（3146）7130

　　学びいなの今月の休館日は
   　11 月 25 日（日）と 26 日（月）です
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②生ポリオワクチン、３種混合ワクチン、不活化ポリ

オワクチンのどれかをすでに接種している子ども

　⇒３種混合ワクチン＋不活化ポリオワクチン
　　（残りの回数を別々に接種）

①現在、生ポリオワクチン、３種混合ワクチン、不活

化ポリオワクチンのいずれも接種していない子ども　

　⇒４種混合ワクチンを接種

②
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（
抄
本
）及
び
世
帯
全
員
の
住
民
票

③
所
定
の
診
断
書
（
療
育
手
帳
「
Ａ
」

及
び
身
体
障
害
者
手
帳「
１
・
２
・
３

級
」の
場
合
は
そ
の
写
し
で
診
断
書

を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

④
通
帳
の
写
し

⑤
そ
の
他
必
要
な
書
類

▼
支
払
い
に
つ
い
て

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
、
県

知
事
が
認
定
し
ま
す
。
認
定
さ
れ
る

と
請
求
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
年
３

回
、
４
カ
月
分
の
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
支
給
月
額

　

１
級
５
０
４
０
０
円

　

２
級
３
３
５
７
０
円

▼
支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務

者
等
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場

合
、
そ
の
年
度（
８
月
～
翌
年
７
月
）

は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対

象
児
童
が
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い

②
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
知
的
障
害

児
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

③
障
が
い
を
理
由
と
し
て
厚
生
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
拡
大

　　

子
ど
も
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
乳
幼
児
及
び
児
童
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
、
24
年
10
月
の

受
診
分
か
ら
、
対
象
年
齢
が
18
歳
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
、
16
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
保

護
者
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
受
給
資

格
登
録
申
請
書

②
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

③
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

④
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

障
が
い
の
あ
る
子
を
支
援

特
別
児
童
扶
養
手
当

　　

こ
の
手
当
は
、
身
体
・
精
神
に
中

度
ま
た
は
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

① 

認
定
請
求
書（
役
場
で
配
付
）

インフルエンザ予防接種について

対象者 猪苗代町に住んでいる人（住民登録をしている人）で助成区分に該当する人
実施期間 24 年 11 月１日から 25 年 1 月 31 日まで

接種回数
13 歳未満…２回

（１回目接種時年齢）

※１歳未満の子どもについては、予防接種により免疫
をつけることが難しいため、インフルエンザワクチン
接種は推奨されませんが、有益性とリスクを十分に考
慮した上で接種を受けることは差し支えありません

13 歳以上…１回 ※医師の判断により２回接種になることがあります

接種に必要なもの
①住所・氏名・年齢を確認できるもの（免許証、健康保険証や母子健康手帳など）
②自己負担金　③インフルエンザワクチン助成事業対象者証明書（生活保護者）

◆町インフルエンザ予防接種の概要

　●問い合わせ先　保健福祉課　健康づくり業務　☎（62）2115

◆助成対象者と助成限度額

一

般

助成対象者の区分 １回目 ２回目
接種費用 助成限度額 自己負担額 接種費用 助成限度額 自己負担額

１歳以上の幼児、小学生
13 歳未満の中学生

2,000 円 病院単価と
町助成の差額

病院単価
による 2,000 円 病院単価と

町助成の差額

13 歳以上の中学生
高校生等※

妊　婦
生活保護者

（１歳～高校生等と妊婦） 全額 0 円 １歳～13 歳未満（１回目接種時）の場合
２回目接種も全額助成

高

齢

者

○ 65 歳以上
○ 60 歳以上 65 歳未満の心臓・腎臓・
　呼吸機能障害またはヒト免疫不全
　症による身体障害者１級の人

4,000 円 2,000 円 2,000 円

生活保護者 4,000 円 4,000 円 0 円
施設入居者 2,000 円 1,000 円 1,000 円
生活保護者で施設入居者 2,000 円 2,000 円 0 円

病
院
単
価
に
よ
る

４種混合ワクチンの接種が始まりました

子
育
て

※「高校生徒等」とは「１８歳の誕生日以後、最初の３月３１日を迎えるまでの者」とします

※本年度は 18 歳までの医療費が無料となったこと
　に伴い、助成対象者を 18 歳までに拡大しました

◆町内の接種場所

医療機関名 電話番号
浅見クリニック 63-2200

小川医院 62-2132
かねこ内科外科クリニック 72-0660

町立猪苗代病院（高齢者） 62-2350
マリアクリニック 66-2700

矢吹医院 62-2169

　上記の助成対象者に該当する人で、接種料金を実費
で支払った人は、接種料金の全額または一部が戻りま
す。下記の書類を持参の上、町役場保健福祉課窓口で
手続きをしてください。
○持参書類　 
　領収書・接種済証・銀行またはＪＡの通帳・印鑑
　（生活保護者は「インフルエンザワクチン接種助成
　事業対象者証明書」が必要になります）

◆償還払いについて

◆接種にあたっての注意事項
①ワクチンを準備する都合上、事前に医療機関などに
電話確認をしてください。
②当日の体調や持病などにより、予防接種を受けられ
ない場合があります。医師の判断に従ってください。

　11 月から、これまでの３種混合ワクチン（ジフテ

リア・百日せき・破傷風）と不活性化ポリオワクチン
に代わる新しいワクチンとして、４種混合ワクチン（ジ
フテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ）が導入
されました。
　これまでどおり３種混合ワクチンと単独不活化ポリ
オワクチンを接種するのか、４種混合ワクチンを接種
するのかは、お子さんの接種状況によって違いますの
で注意してください。

■４種混合ワクチンについて
○対象年齢…生後３カ月から 90 月までの子ども
○接種回数…４回（初回接種３回、追加接種１回）
標準的な初回接種年齢は、３カ月から 12 カ月の間に

「20 日～ 56 日」の間隔をおいて３回です。初回接種
終了後、12 カ月から 18 カ月の間隔をおいて追加接種。
○接種に必要なもの…母子健康手帳、予診票

　医療機関名 電話番号
浅見クリニック 63-2200

かねこ内科外科クリニック 72-0660
マリアクリニック 66-2700

矢吹医院 62-2169
※福島県広域予防接種を実施している医療機関であれば、町外
でも接種が受けられます

●問い合わせ先　
　保健福祉課　健康づくり業務　☎（62）2115

■４種混合ワクチンを接種できる医療機関
※必ず事前に予約してください■どっちを打てばいいの？

◆町外医療機関・施設で接種を受ける場合
①高齢者に該当する人は、県広域予防接種を実施して
　いる医療機関・施設であれば自己負担額だけで接種
　ができます。
② 1 歳から 18 歳までの子どもと妊婦で、町外の医療
　機関での接種を希望する人は、償還払いになります。

11 月から、町内の医療
機関でインフルエンザの
予防接種が始まりました。
インフルエンザワクチン
を接種することで、合併
症や死亡など症状の悪化
を予防し、健康被害を最
小限にとどめることが期
待できます。

※町内老人保健施設等（いなわしろホーム、ケアテル猪苗代、 
咲楽の里、多生苑）で接種できる人は、施設入居者に限ります。
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介
護
保
険
嘱
託
職
員
募
集

役
場
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

　　

町
で
は
、
介
護
保
険
嘱
託
職
員

（
介
護
支
援
専
門
員
）
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
資
格
要
件

　

介
護
支
援
専
門
員
証
を
有
す
る
人

▼
雇
用
期
間　

　

採
用
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
内
容　

　

認
定
調
査
・
介
護
予
防
事
業
業
務

▼
勤
務
条
件

〇
勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
、祝
祭
日
、年
末
年
始
休
み
）

〇
報
酬　

町
の
規
定
に
よ
る

○
そ
の
他　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険

　

に
加
入

▼
応
募
書
類　

・ 

履
歴
書
（
写
真
を
添
付
し
た
も
の
）

・
介
護
支
援
専
門
員
証
の
写
し

※
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん

▼
応
募
・
問
い
合
せ
先　

〒
９
６
９―

３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０

猪
苗
代
町
役
場

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

の
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

本
町
で
は
、町
内
の
木
造
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
）に
つ
い
て
建
築
士
等

の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を

実
施
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
件
数　

２
件
程
度

（
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま
す
）

▼
申
込
期
限　

11
月
30
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
業
務

☎（
62
）２
１
１
８

「
男
の
料
理
教
室
」を
開
催

男
性
だ
っ
て
つ
く
れ
ま
す

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、

本
年
度
も「
男
の
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
３
日（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▼
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

①
バ
ラ
ン
ス
よ
く
！
お
い
し
い
簡
単

　

メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習

②
生
活
習
慣
病
予
防
の
講
話

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

　

・
手
ふ
き
タ
オ
ル

▼
対
象
者

　

町
内
在
住
の
男
性　

先
着
25
名

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

　

教
育
委
員
と
し
て
１
期
４
年
間
に

わ
た
り
活
躍
し
、
こ
の
た
び
退
任
さ

れ
た
山
本
明
子
さ
ん
に
、
10
月
１
日

役
場
正
庁
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
か
ら

は
１
年
間
教
育
委
員
長
を
務
め
る
な

ど
、
町
の
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

告　

示

・
第
98
号
「
差
押
解
除
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
99
号
「
平
成
24
年
度
固
定
資
産

募　

集

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

相
談
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

●
人
権
相
談
会　

　　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権

デ
ー
」の
12
月
10
日
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

こ
の
期
間
を
中
心
に
各
地
で
積
極
的

な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
行

政
相
談
委
員
が
合
同
で
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

12
月
５
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
３
階　

日
本
間

●
行
政
相
談
会

　　

行
政
相
談
は
、
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
）
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん
（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時

　

11
月
21
日（
水
）、
12
月
19
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
会
場　

役
場
３
階　

日
本
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

町
の
将
来
を
決
定
す
る
場

12
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ
れ

て
お
り
、
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
議
場
は
役
場
３
階
で
す
。
傍

聴
す
る
人
は
、
傍
聴
席
入
口
に
あ
る
受

付
簿
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し

入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍
聴
の

際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

12
月
３
日（
月
）

※
一
般
質
問
は
６
日（
木
）、
７
日（
金
）

の
予
定
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
業
務

☎（
62
）５
６
６
６

・
第
１
１
０
号
「
猪
苗
代
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い

て
」（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
業
務
）

・
第
１
１
１
号
「
平
成
24
年
度
町
県

民
税
２
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
１
２
号
「
猪
苗
代
町
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

」（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
１
１
３
号
「
不
動
産
等
の
最
高

価
申
込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達

に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
１
４
号
「
延
滞
金
督
促
状
の

公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
１
５
号
「
配
当
計
算
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て 

」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

公　

告

・
第
42
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て 

」（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

・
第
43
号
「
平
成
25
年
度
猪
苗
代
町

職
員
（
資
格
免
許
職
・
保
健
師
）
採

税
２
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
０
号
「
不
動
産
等
の
最
高

価
申
込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達

に
つ
い
て 

」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
１
号
「
平
成
24
年
度
国
民

健
康
保
険
税
１
期
督
促
状
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
２
号
「
配
当
計
算
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
３
号
「
公
売
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
４
号
「
繰
上
徴
収
通
知
書

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
５
号
「
猪
苗
代
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い

て 

」（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
業
務
）

・
第
１
０
６
号
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
１
０
７
号
「
差
押
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
８
号
「
債
権
差
押
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
０
９
号
「
会
津
若
松
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防
職
員
採

用
候
補
者
試
験
第
一
次
試
験
の
合
格

者
の
公
示
に
つ
い
て
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

用
候
補
者
試
験
に
つ
い
て 

」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
44
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て
（
第
４
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
45
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
（
９
月
）」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
46
号
「
平
成
24
年
度
に
お
け
る

猪
苗
代
町
の
発
注
予
定
工
事
情
報
に

つ
い
て
」（
企
画
財
務
課
財
政
業
務
）

・
第
47
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
５
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
48
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て
（
第
５
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
49
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
６
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

議　

会

相　

談

感
謝
状

前後町長から感謝状を受け取る山本
さん（右）

地
域
給
付
金
の
申
請
期
限
は
11
月
30
日
で
す

　

県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域
給
付
金
の
申
請
期
限
は
11
月
30
日
で
す
（
郵

送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）。
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

 

地
域
給
付
金
窓
口　

☎（
72
）０
６
７
７
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編
集
後
記

　 東京大学の教授が贈る　
　 スポーツと健康講演会

　猪苗代高校では、東京大学副学長
（医学博士）の武藤芳照教授による
「からだを育むスポーツと健康」と
題した公開講演会を開催します。
●日時　12 月 12 日（水）
　午後１時 30 分から３時まで
●会場　学びいなホール
●講師研究分野
　身体教育学、スポーツ医学　
問猪苗代高校　教頭　鈴木義

よし

祐
ひろ

　☎（62）3125

　 新しい電話帳を家庭や
　 事業所にお届けします
 　
　ＮＴＴ東日本では、12 月中に新
しい福島県版の電話帳を、各家庭や
事業所などに届けます。
　配達の際に古い電話帳を回収しま
すが、不在などで配達員に電話帳を
渡せなかった場合は下記のタウン
ページセンタに連絡してください。
　後日回収に伺います。
問タウンページセンタ
　☎ 0120（506）309（フリーダイヤル）

　　 
　 町民救急講座で救う力 
　 を身につけませんか ?

　あなたの身近な人が突然倒れたと
き、かけがえのない命を救うのはあ
なたの応急手当です。
　猪苗代消防署では心肺蘇生法やＡ
ＥＤの使用方法を含めた「町民救急
講座」を開催しています。「救う力」
を身につけませんか。
●日時　毎月第２土曜日
　午前９時から正午まで
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　 林業の仕事をしていた
　 人は確認してください

　林業の仕事をしていたことがあ
り、林業退職金共済制度（林退共）
に加入していた人は退職金を受け取
ることができます。退職金をまだ受
け取っていない人は手続きが必要で
す。心当たりのある人は下記まで問
い合わせてください。
問勤労者退職金共済機構　林業退職
金共済事業本部　☎　03（6731）2887

　 社長！労働保険の加入
　 手続きは済みましたか

　11 月は「労働保険適用促進強化
月間」です。社員・パート・アルバ
イトなどに関わらず、労働者を一人
でも雇っている事業主は、労働保険

（労災保険・雇用保険）に加入する
義務があります。手続きを行ってい
ない事業主は、速やかに最寄りの労
働基準監督署、ハローワークへ相談
してください。
問福島労働局総務部労働保険徴収室
　☎ 024（536）4607

 　　
  
　  優秀な自衛官を育てる
　  高等工科学校生徒募集
　
 　自衛隊では、高等学校の普通科
と同等の教育と、自衛官として必要
な教育や訓練を受けることができる、
高等工科学校生徒を募集します。
●受験資格　
中卒（見込み含む）17 歳未満の男子
●募集人員　約 260 名
●受付期間　11 月１日（木）から
25 年１月 7 日（月）まで
●一次試験　１月 19 日（土）
●試験会場　受付時または受験票交
付時にお知らせします
問自衛隊福島地方協力本部
　会津若松出張所　☎（27）6724

　 放送大学が学生を募集
 　知識が人生を変えます

　放送大学は、テレビやインター
ネットなどを利用して授業を行い、
福祉・経済・文学など幅広い分野を
学ぶことのできる通信制の大学で
す。25 年度４月入学の学生を募集
しています。
●出願期間　２月 28 日まで
●資料請求　無料
※入学資格や資料請求についてなど、
詳細は下記まで問い合わせてくださ
い。
問放送大学福島学習センター
　☎ 024（921）7471
ホームページ   http://www.ouj.ac.jp

　 借金にお困りの人は悩
 　まずご相談ください！

　福島財務事務所では、借金にお悩
みの人からの相談に応じています。
借金問題はさまざまな方法で解決で
きます。気軽に相談してください。
●相談窓口　福島財務事務所理財課
●受付時間　午前 8 時 30 分から午
後 5 時 15 分まで（平日）
問福島財務事務所理財課　
　☎ 024（533）0064

　  国立大学法人等職員
　  業務説明会ｉｎ仙台

　国立大学法人等職員の仕事内容や
その魅力を伝えるために、東北地区
国立大学法人等職員業務説明会が仙
台市で開催されます。
●日時　12 月９日（日）
　午前 10 時から午後４時まで
●場所　東北大学川内北キャンパス
●内容・業務内容説明
　　　・若手職員座談会
　　　・機関別説明会
※時間が異なります。詳細は下記ま
で問い合わせてください。
問東北地区国立大学法人等職員採用
試験事務室　☎ 022（217）5676
ホームページ   http://www.bureau.
tohoku.ac.jp/shiken/

▼
10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
猪

苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
完
走
証
の
発
行
係
を

担
当
し
ま
し
た
。
何
枚
も
重

ね
着
を
し
て
出
か
け
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
寒
く
て
震
え

る
わ
た
し
の
目
の
前
を
、
す

が
す
が
し
く
走
る
ラ
ン
ナ
ー

の
皆
さ
ん
。
友
達
同
士
お
そ

ろ
い
の
可
愛
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
走
る
女
性
の
チ
ー
ム
な

ど
、
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し
そ

う
。
体
力
に
自
身
の
な
い
わ

た
し
で
す
が
、
参
加
し
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。（
新
明
）

▼
ス
ク
ー
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
の

コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
猪
苗
代
中
特
別
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
た
ち
が

全
中
優
勝
の
報
告
に
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
▼
猪
苗
代
湖

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
撮
っ
た

写
真
を
見
て
い
た
ら
、
入
賞

者
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ハ
ー
フ
パ

ン
ツ
の
子
た
ち
が
何
人
か
い

ま
し
た
。
よ
く
見
た
ら
猪
中

特
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
生

徒
た
ち
で
し
た
。
陸
上
専
門

に
頑
張
る
子
た
ち
の
中
に
食

い
込
む
の
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
厳
し
い
練
習
の
た
ま

も
の
で
す
ね
。
あ
ら
た
め
て

感
心
し
ま
し
た
。（
矢
森
）

   今月の納期
（納期限11 月30日）

●国民健康保険税 ５期分

●介護保険料　５期分

●後期高齢者

　医療保険料    ４期分

●上下水道使用料 11 月分

１　犯罪発生状況

２　交通事故発生状況

年別
罪種別 24 年 23 年

窃盗犯計 39 49
事務所荒らし 1
出店荒らし 2 4
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 3 2
置引き 4
車上ねらい 4 3
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 3
万引き 4 13
さい銭盗 4 1
スキー・スノーボード盗 2 7
非侵入盗その他 5 4
自動車盗 1
自転車盗 8 11

詐欺・横領 3 3
遺失物等横領 1

器物損壊 11 4
その他の刑法犯 3 2

総　計 57 58
増　減 △ 1

死亡事故 ３ ２
増　　減 1
人身事故 76 66
増　　減 10

  町内犯罪・交通事故発生状況

◎夕暮れ時、車はゆとりある運転に努め、
歩行者は夜光反射材を活用するなどして
交通事故を防ぎましょう。

　　　Ｓマークのお店は   
安全・清潔・安心を保証します

　11 月はＳマーク標準営業約款の普
及登録促進月間です。
　厚生労働大臣の認可を受けた「理容
店」、「美容店」、「クリーニング店」、「め
ん類飲食店」、「一般飲食店」では、店
頭にＳマークを掲げています。Ｓマー
クを店頭に表示しているお店なら安
全、清潔、安心が保証され、皆さんの
信頼できるお店選びの大きな目安とな
ります。　

問福島県生活衛生
営業指導センター
☎ 024（525）4085

 猪  察 苗  代  警  署

 24 年 10 月 1 日現在 現住人口

　   人　口　　　15,479 人
　　世帯数　　　  5,071 戸
　　出生　13 人　  転入　 35 人
　　死亡　19 人  　転出　 14 人

町の人口 　   善意をありがとう
○災害復興協力金として　　　　

　pelo.pedir un　（福岡県）　

　太田博司代表　　    75,824 円

　山下民夫・慶子さん（東京都）   

　　　　　　　　　    10,000 円

○社会福祉事業協力金として　

　佐藤マツさん　（中ノ沢）　　　

　　　　　　    　　　10,000 円

お悔やみ申し上げます
（ 9 月 15 日～10 月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

五十嵐　守 78 守 八千代

山内　隆幸 80 隆幸 神明町

飯山キヨノ 90 キヨノ 下舘

渡部　洋子 78 洋子 新北町

松本　一彦 84 一彦 猪苗代

行政区外

齋藤　雅恭 24 安雄 半坂

菅野　保男 81 保男 名古屋町

小松　正治 78 正治 旭町

渡部　　甫 64 甫 金曲

中川　寅男 79 寅男 中の沢

並木　綾子 86 茂雄 川桁

藤岡　栄子 45 きみ子 上ノ上

遠藤　末子 78 慶一 土田

笹川　ミカ 88 日出夫 沼尻駅前

土屋　一弘 67 一弘 神明町

小林　幸枝 60 良太郎 八千代

磯谷　壬一 75 壬一 白木城

小檜山ミツヲ 91 弘夫 中目

鈴木　信子 79 信子 下舘

野内　勝喜 84 勝幸 川桁

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

募　　集 相　　談

就　　職

イベント

お知らせ

アンペロペディール

 標準営業約款（Ｓマーク）
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Our  Museum
みんなの美術館

11 月は翁島小学校のお友達の作品です

ま
ち

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
    広

報
 猪

苗
代

N
o.625 N

ov.2012
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

    http://w
w

w
.tow

n.inaw
ashiro.fukushim

a.jp/　
■

電
子

メ
ー

ル
         inaw

ashiro@
tow

n.inaw
ashiro.fukushim

a.jp
2012

年
11

月
12

日
発

行
　

■
発

行
　

福
島

県
猪

苗
代

町
　

■
編

集
　

総
務

課
〒

969-3123　
福

島
県

耶
麻

郡
猪

苗
代

町
字

城
南

100　
☎

 0242(62)2111

■一口メモ■
　焼いた油揚げと白すりごまの香ばしさがアクセントとなり、塩分控えめで食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 186

【材料】４人分
長いも 中 1/2 本・オクラ８本・きゅうり 中１本・トマ
ト 中１個・油揚げ１枚・梅干し２個・みりん 大さじ１・
白すりごま 大さじ２

【作り方】
①皮をむいた長いもをビニール袋に入れ、すりこぎなど
でたたき細かくする。
②きゅうりとゆでたオクラは小口切りにし、トマトは角
切りにする。
③油揚げは両面を焼き色がつくまで焼き、角切りにする。
④種を取り細かくたたいた梅干しとみりんを合わせ、①
～③と白すりごまを和え、器に盛って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 112㌔㌍、塩分 0.8㌘
※オクラやきゅうりなどは、かぶやブロッコリーなど季
節の旬の野菜に替えることができます。

長いもと野菜の梅和え
（高血圧予防メニュー）

「校庭から見た校舎の風景」

幼稚園の時から８年間通っ
た思い出の校舎を描

か

きまし
た。工夫したのは、色をぼ
かして古い校舎に見えるよ
うにしたところや石の色に
濃淡をつけたところです。
思いどおりに描けました。 秦　彩

あ や

華
か

さん（６年）

書道「草原」

「草」と「原」の字のバラ
ンスを考えて書きました。
うまくまとめられたと思い
ます。気を付けたところは、
止めとはらいの部分です。
特に「原」が上手に書けま
した。小泉　貴

た か

弘
ひ ろ

さん（５年）


